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は じ め に

貝塚市は北 を大 阪湾に面 し、南 を和泉山脈に接 し、風光明美な自然環境に恵

まれた立地条件 を有 してお ります。歴史的に も古い伝統 をもち、市 内各所たは

貴重 な文化財が数 多 く散在 してお ります。

これ らは貴重な歴史的資料であ り、次の時代に伝 えるために保護保存 を講 じ

るこ とは、現在に生 きる私達 に与え られた義務で もあ ります。

しか しなが ら、近年 の都市化の波による各種開発はこれ らの文化財 を破壊の

危機 にさらしているの も事実 であ り、本市に とって も開発 と文化財保護 との調

和が大 きな課題 となってい ます。

さて 、本書では昭和63年 度中に実施 しました埋蔵文化財の緊急発掘調査結果

の一部 を報告 いたします。本書が今後の文化財の保護保存に活用 され、また地

域の歴史を知 る上 で多少な りとも皆様方のお役に立つ一助 となれば幸 いか と存

じます。

なお、調査にあた り地元の方々をは じめ関係者各位には多大のご協力 とご理

解 を頂 き厚 く感謝 の意を表す次第であ ります。

平成元年3月

貝塚市教育委員会

教育長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書は貝塚市教育委員会が昭和63年 度に国庫補助金 を受けて実施 した、貝

塚市域 におけ る緊急発掘調査結果 の うち、堀遺跡、澱池遺跡、清児遺跡、石

才南遺跡、地蔵堂遺跡の発掘調査 にかか る結果の概要報告書 である。

なお、今 回昭和62年 度実施分につ いて も、整理の都合か ら一部 を本書 に合

わせ て掲載 した。

2.発 掘調査 は貝塚市教育委員会社会教育課西岡巖 、嘱託池 田毅(現 、神戸市

教育委員会)、 前川浩一が担当 した。

また、現地調査および本書の作成にあたる諸作業につ いては下記の諸氏の

参加 を得て実施 した ものである。

岸本由紀子 木戸 え り子 小林 修 田代 自子

中辻 澄子 古谷 務 山下 展功

3.本 書 の執 筆 、編 集 は前 川が行 った。
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1.堀 遺 跡の調査

1.位 置 と環 境

今回発掘調査 を実施したのは、貝塚市北部に位置す る堀遺跡の一角 である。

堀遺跡は貝塚市と岸和田市のほぼ境を流れる津田川左岸の海抜約5～10mの 地点に位置

し、南北約400m、 東西約100mの 範囲に広がる古墳時代から中世にかけての集落跡であ

る。

今回の調査地は、津田川によって形成された中位段丘の縁辺に位置し、海抜約10mを 測る

地点である。(図2)

当地域は、周知 されている遺跡が割合に希薄な部分であ り、歴史的環境について明確に

は とらえられていないのが実情である0しかし、昭和61年 に行われた本遺跡の発掘調査によ

って、古墳時代か ら飛鳥時代にかけての集落の一部が 明らか となり、今後、各時代の集落

等が発見されることが充分期待される地域である。

図2堀 遺跡調査位置図
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図4B,C区 間、5,6区 間 畦土層 図

3～4



2.調 査 の概 要

調査地は、昭和61年 に宅地造成に伴い発掘調査 を行 ったもの と同地点である。前回の調

査では 「コ」の字形で幅約4m、 総延長約66mの トレンチ状の調査区を設定 し、地山面等

よ り古墳時代中期の竪穴住居、飛鳥時代の柱穴、溝等 を検 出している。

今回の調査は開発計画に基づ き、工事によって破壊 を受ける部分に前記の調査区を拡張

した形の調査区を設けた。調査区は大 きく3ヶ 所の地区名 を与え、南か らA区 、B区 、C

区とした。さらに、調査地に南北を基準 とした10×IOmの 区画を用い、東西に5区 画を設

け、西よりA～Eの 記号 を与え、南北に7区 画 を設け、北 より1～7の 番号を与えた(図

3)。 調査面積は約1000m2で ある。

調査区における基本層序は大まかに6層 に分別で きる(図4)。 現代盛土及び攪乱土

(約0.5m)の 下、上か らJ頂に、層厚0.1～0.15mを 測 り中世遺物を含む淡茶色土層(第3層)、

層厚0.15～0.3mを 測 り奈良時代後半の遺物 を含む茶褐色土層(第3層 下)、 層厚0.15～

0.4mを 測 り飛鳥時代の遺物を含む暗茶色土層(第4層)、 層厚0.2mを 測 り第4層 とほぼ同

時期の遺物 を含む黒茶色土層(第4層 下)が 堆積する。地山は、大部分は茶褐色粘土であ

るが、B区 南側では茶褐色砂質土 となる。

各層上面において遺物 を検出したが、地 山面上において多数の遺構を検出し、今回は地

山面にて検出した遺構について概要を示す。

3.検 出遺 構

当調査区の地山層は、調査区中央部で北西から南東方向の尾根状を呈す。包含層等は、

後世の整地及び削平等により尾根頂部においては殆 ど存在せず、南側 の谷状部分に下がる

程 、残存状態が良好である。

また、遺構は尾根頂部にて古墳時代の竪穴住居2棟 が新に検出でき、南側谷状部分にて

飛鳥、平安時代の溝 ・柱穴等 を検出した。 しかし、尾根頂部 では竪穴住居以外の遺構存在

は粗であ り、谷状部分では遺構の存在は密 とは云え、さらに南側へ と広がっている遺構群

のほんの一角を検出したに過 ぎないと思われる状況 を呈し、これ らの詳細な検討は難しい。

以下、調査によって明 らか となった主なものについて概要 を示す。

(1)古 墳時代の遣構

竪穴住居SB-3(図5図 版7～9)

本遺構はB区 北側C-3区 にて検出した竪穴住居である。本住居趾は二枚の床面 を検出

5



図5竪 穴住居SB-3

して お り、建て替 えに よって拡 張 した もの と思 われ る。平 面プ ランは方 形 を呈 し、拡 張前

(下 部)の 規模 は一辺4.4m、 拡 張後(上 部)は4.8×5.1mを それ ぞれ測 る。

周溝 は下部のみ残 存 し、幅10～24cm・ 深 さ約10cmを 測 り、南西角 及び東側 にて検 出 して

いる。貯 蔵穴 は上下部 共 に存在す る。下部 では南東角 に位 置 し、平面 プラ ンが楕 円形 を呈

してお り、長軸1.4m、 短 軸0.9m、 深 さ0.5mを 測 る。上部 では南壁 中央 よ りやや東側 に位置

し、平 面プ ラ ンが 円形で径約1.Omを 測 る。柱 穴は11基 検 出 して お り、平面 プランは円形 を

6



図6竪 穴住居SB:4

呈 し、掘方径0.3～0.4m、 柱 当径0.15～0.2m、 深 さ0.16～0.27mを 測 る。下 部床面の東壁

中央付近 に炉 と思われ る焼土が存在 す る。

確 認面か らの壁 高は0.28～0.31mを 測 るが 、確認面 か らの上部の壁高 は0.03～0.14m、

上 部床 面か らの下 部の壁高 は0.15～0.2mで あ り、遺 存状況は良 い とは云 えない。

遺 物は下部床 面 にお いて土 師器 を多数 検 出 し、南側 部分に集 中 して いる。上 部 では南東

角 と貯 蔵穴 よ り出土 している。時期 は布 留 式期 であ り、須恵器は伴 わない。

7



竪 穴住居SB-4(図6図 版10～12)

本 遺 構 はB区 中央C-5区 に て検 出 した竪 穴住居 であ る。平面 プラ ンは方形 を呈 し、一

辺約4.5mを 測 る。

周溝 は幅0.1～0.3m、 深 さ0.1mを 測 り、東 壁 中央部 と貯蔵穴部分 を除 きほぼ全 周す る。

東壁 と北壁 西側 には周溝の外 にテ ラス状 の段 が存在す る。貯蔵 穴は南壁中央やや 西 よ りに

位 置 し、平面 プランが楕 円形 を呈 してお り、長軸1.2m、 短 軸0.9mを 測 る。柱 穴は3基 検

出 してお り、平面 プラ ンは何 れ も不 整形 であ り、掘方径0.4m、 柱 当0.15～0.2m、 深 さ0.

2mを 測 る。床面 ほぼ中央 には炉 と思 われ る焼土が あ る。

確 認面 か らの壁高 はO.21～0.45mを 測 り、他遺構 に切 られてい る割に は遺存 状態 は良 い

もの と思 われ る。

遺物 は床面及 び床 面 よ りやや 浮 いた状 態で 出土 し、南側部分 に集 中 してい る。土 師器 、

石 製 品が出土 してい る。 時期 は布留 式期 であ り、須恵器 は伴 わ ない。

(2)飛 鳥 時代 の遣 構(付 図)

土t広SK-106

本 遺 構 はB区 南側B-6区 に て検 出した土砿 で ある。平面 プラ ンはほぼ円形 を呈 し、長

軸0.9m、 短 軸0.8m、 深 さ0.24mを 測 る。埋 土は暗灰 茶色砂質 土であ る。遺物 は須 恵器 杯

が 出土 してい る。

土土広SK-112

本 遺 構 はB区 西側B-5区 に て検 出 した土拡 であ る。平面 プ ランは長楕 円形 を呈 し、長

軸1.35m、 短 軸0.8m、 深 さ0.1mを 測 る。埋土 は灰 茶色砂質 土で ある。遺 物は須 恵器杯 身が

出土 して いる。

溝SD-101SD-203(図 版13)

本 遺 構 はB区 南側A～C-5～6区 、A区D-6区 に て検 出 した溝 である。遺構名 が異

な るが同一 の もの であ る。総長38m、 幅1.65mを 測 り、深 さは西側部分が0.05～0.07mと

浅 く、他 は0.2～0.37mを 測 る。埋土 は灰 茶色砂質 土で ある。

本溝 は前回 の調査 区のす ぐ南側に位 置 し、前 回た こ壺等 を多数検 出 したLSD-1と ほ

ぼ平行 しなが ら延 び るが 、調査 面積 等の制約の ため、 それぞれの関係 等は不明 であ る。

溝SD-202

本 遺 構 はA区D-7区 に て検 出 した7で ある。SD-203を 切 り位 置 し、区外へ延 び るた

め全体 の規模 について は不 明 である。総長約9.Om、 幅 約1.8m、 深 さ約0.2mを 測 る。 断面

は逆 台形 を呈 し、埋土 は黒褐色粘 質土 である。遺物 は須 恵器杯 蓋等が 出土 してい る。
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溝SD-201(図 版14)

本 遺 構 はA区 南端D-7区 に て検 出 した溝で ある。SD-202を 切 り位 置す る。大部分 が

調査 区外に延 び るため規模 は不 明であ るが 、調 査区 では総長約6m、 幅1-2m、 深 さ

0.1～0.4mを 測 る。断面 は逆 台形 を呈 し、埋 土 は黒褐 色粘質土 であ る。遺物 はSD-202

を切 った部分 の、溝底が一段下 が った所 に須恵器 の甕 一個 体分が まとまって出土 し、 その

他須 恵器 蓋等が 出土 してい る。

性格不 明遺構SX-101

本 遺 構 はB区 南 西側A・B-5区 に て検 出 した性 格不 明遺構 である。SD-101の す ぐ

南側 に位 置す る。平安 時代 の もの と思われ る溝に よって切 られて お り規模 は不 明だが、長

軸約3.1m、 短 軸 約1.6m、 深 さ0.2～0.36mを 測 る。遺物 は須 恵器杯 身、土師器片等 が出土

して い る。

性格 不明遺構SX-105(図 版15)

本 遺 構 はB区 南東C-6区 に て検 出 した性格 不明遺構 で ある。SD-101の す ぐ北側 に

位置す る。溝SD-101や 柱 穴 等に よって切 られ てお り規模 は不 明だが、長軸約1.5m、 短

軸約1.2m、 深 さ約0.1mを 測 る。遺 物 は土 師器甕 、須恵器甅等が 出土 して いる。

(3)平 安 時代 の遺構(付 図)

土t広SK-114

本 遺 構 はB区 南西A・B-5区 に て検 出 した土拡 であ る。長軸約1.2m、 短 軸約1.Om、

深 さ約0.4mを 測 る。埋土は暗灰茶 色砂 質土 で ある。遺 物は須 恵器 片、土師器皿等が 出キ して

いる。

柱穴Pit-139(図 版16)

本遺構はB区 南西B-6区 にて検出した柱穴である。平面プランは楕円形 を呈 し、掘方

長軸0.58m、 短軸0.52m、 柱当は径約0.2m、 深さ約0.2mを 測る。埋土は茶褐色土である、

遺物は掘方上部の柱当部分に黒色土器A類 椀や土師器皿がまとまって出土 し、その下部の

柱当内か らも黒色土器A類 椀、土師器皿が出土している。

今 回の調査によって検出した柱穴において、時期が推定出来るもののほとんどが平安時

代に属するものである。 しか し、遺物の出土量が非常に少な く詳細な時期決定は困難であ

り、また、柱穴に纏まりが無 く、建物等の検討 も難 しい。当時期の遺構群は南に広がって

いるようであり、今後の調査 を待 ってこれからの検討 を行いたい。
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図7掘 立柱建物SB-201

掘立柱 建物SB-201(図7図 版17)

本 遺 構 はB地 区中央C-4・5区 、 竪穴住居SB-4東 側 にて検 出した掘 立柱建物 であ る。

梁行2問(1.6×1.85=3.45m)、 桁 行2間(1.9×1.75=3.651n)で あ る。棟 方向 は南北軸

で西へ29° 傾 く。掘 方は、平面 プ ランが楕 円形 を呈 し、径0.35～0.6m、 柱 当は径0.2m、

深 さ0.1～0.2mを 測 る。東へ行 くほ ど削平 が強 く南 東角 の柱 穴は痕跡 に近 くな ってい る。

埋 土は地 山土混 りの茶褐 色土 であ る。柱 穴 よ り遺物 が全 く出土 しなか ったため 、時期 は不

明であ るが、周辺 遺構の時期 か ら一応平安 時代 の建 物 と推定 してお く。

(4)近 世 以降 の遺構(付 図)

井 戸SE-1(図 版18)
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本遺構は包含層第2層 上面にて検 出した井戸である。掘方は平面プランが円形 を呈 し、

長軸3.4m、 短軸2.5mを 測 り、内側 に傾斜 して下 る。井戸側は径約1mを 測 り、ほぼ直に

下 っている。井筒は1段13枚 の平瓦によってつ くられ、5段 まで確認 した段階で検出を断

念したため下部構造は不明である。掘方埋土は3層 に分層可能で、上から淡茶色砂質土

(礫混 り)、淡茶色砂質土、淡褐色砂質土である。遺物は掘方 より、土師器片、須恵器片、

染付片等が出土 しているが、図示できるものは無い。井筒内にはコー クスが詰め られてお

り、土地所有者の話では昭和20年 代 に井戸に埋めたとのことであ り、井戸の時期は割合新

しい可能性がある。

4.出 土 遺 物

(1)土 器

本調査 で は古墳 時代 か ら中世 までの土 器が ある。 この 中で奈良時代 ・中世 の土器 は非 常

に少 な く、飛鳥 時代 の ものが 中心 を成 してい る。 しか し、 資料 的には古墳 時代 の土器が ま

とま りをもってお り、以下 、竪 穴住居 出土の土器 を中心に 各時代の概要 を示す。

竪 穴住居SB-3(図8～11図 版19)

1～14は 下 部床 面 よ り出土 した土師器 である。

1～6は 高杯 であ る。1、2は 口径26.4、30.8cmを 測 る大型品 であ り、杯部 に段 を有 す

る。1は 杯底 部にヘ ラ ミガキ を施 す 。3、4は 杯 部ゆ るや かに屈 曲 し、 口縁部が外 反す る

もので あ り、内外面 にハ ケ 目を施す 。5、6は 脚部 である。内面 にヘ ラケ ズ リを施す 。1、

3の 脚部 にはそれ ぞれ3ヶ 所 に透 し孔 を穿つ 。

7～12は 甕 で ある。口縁端 部 を内側 に肥厚 させ る もの(7、9)、 内 反す る もの(11)、

外 反 させ るもの(8、10、12)が あ る。7～11は 体 部 内面ヘ ラケ ズ リ、8、9は 外面にハ

ケ 目を施 す 。7は 外 面にタ タキ 目が残 る。

14は 甕 で ある。 頸部か ら口縁 にか けて 大 き く外反す る。

ユ3は小 型壺 である。体 部のみ であ り、腹径13.1cmを 測 る。外面 はハ ケ後ナ デ、内面は ナ

デ を施す 。

15～20は 下 部 の貯 蔵穴SK-602の 土 師 器で ある。

15～18は 高 杯 であ る。15は ゆ るや か な段 を持 ち口縁は大 き く外反す る。16は 杯部 ゆるや

か に屈 曲 し、 口縁部 が外反す る もの であ るが 、屈 曲部に断面三角 形の突帯 をめ ぐらす。杯

部 内面底 にヘ ラ ミガ キ、脚部外 面にハ ケ 目を施 し、他 はナデ を施 す。 口径24.8cmを 測 る。
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図8SB-3下 部 出土遣 物
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10

図9SB-3下 部 出 土 遺 物

17、18は 脚 部 である。17は ゆ るやか にひ らき、18は 強 く屈 曲 し、短 くの びる。

19は 甕 で ある。 口縁部 が大 き く外反 し、外面 はハ ケ 目、口縁 内面ハケ 目、体部 内面ヘ ラ

ケズ リを施す。

20は 壺 で ある。腹径15.2cmを 測 る体 部 片である。外面ハ ケ 目、内面上部 はナデ、下部 は

ヘ ラケズ リを施す 。
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図10SB-3内SK-602出 土 遺 物

21～25は 上 部 出土の土師器 である。

21～23は 貯 蔵 穴SK-601よ り出土 した高杯 であ る。21、22は 杯 部 が明 瞭に屈 曲す る。

外 面にハ ケ 目、内面 に ヨコナデ を施す。23の 脚部 はゆ るやか に開 き、内面 にヘ ラケズ リを

施す。

24、25は 住 居 趾南東角 よ りな らん で出土 した。24は 甕 で ある。 口縁部 は外反 し、外面 は

ハ ケ 目、内面 はヘ ラケ ズ リを施す 。 口径11.2cm、 腹 径17.Ocmを 測 る。25は 鉢 である。 ロ径

19.2cmを 測 る。体部 た ち上が り口縁部は 外反す る。外面 には黒斑 を有 し、 タタキが1ヶ 所

残 るが ナデ、 内面 はハ ケ 目を施す 。

26～30は 住 居趾埋 土内 よ り出土 した。

26、27は 高杯 である。26は 杯部が ゆ るやか に屈 曲 し、内面 にハ ケ 目を施 す。27は 脚部 が

ゆるやか に広 が り、内面 にはヘ ラケズ リを施す 。
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図11SB-3内SK-601(21～23)上 部 出 土遺 物
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28は 甕 であ る。 口径14.3cmを 測 る。 口縁部 はやや 外斜 してたちあが る。体部 内面 にヘ ラ

ケ ズ リを施 す。

29、30は 小 型壺 であ る。

竪 穴住 居SB-4(図12、13図 版20、21)

31～35は 床 面 よ りやや 浮 いた状況 で出土 した。

31、32、34は 折 重 なる様 に出土 した。31、32は 高 杯 であ る。31は 杯 部はゆ るやか に屈 曲

し、口縁 は外 反す る。 内外面 共にナデ を施 し、外面 には黒斑 を有す 。34は 台付鉢 であ る。

体部 はほぼ球形 を呈 し、頸部 は 「く」の字 を呈す る。 脚部はゆ るや かに広 が る。体部 はハ

ケ 目、 内面 はナ デ、脚部 内面 は強いナデ を施 す。

35は 甕で ある。 ロ径13.8cmを 測 り、頸部 は 「く」の字 を呈す る。外面 はハ ケ 目、内面は

ヘ ラケズ リを施す。

36～42は 床 面上 にて検 出 した もの である。

36は 高杯 である。杯部はほぼ椀形 を呈 し内外面共 にハ ケ 目を施す。 口径12.8cmを 測 る。

37は 台 付鉢 であ る。体部 は球形 を呈 し、台付 無頸壺 と呼んで も差 し支 えがな い様 な形態

で ある。 口径11.8cmを 測 る。外面 にはハ ケ 目を施 す。

38は 小型鉢 であ る。ほぼ 「るつ ぼ」状 の形態 を呈す る。 口径10.1cmを 測 る。外面 にはハ

ケ 目を施 し、火を受 け たため の剥離 が見 られ る。

39、40は 甕 であ る。頸部が 「く」の字 を呈 し、 口縁 はや や外反する 。外面ハ ケ 目、 内面

ヘ ラケ ズ リを施す 。

41、42は 小 型壷 であ る。41は 外面にハ ケ 目を施 す。

43～47は 貯 蔵 穴SK-501よ り出土 した。

43～45は 高 杯 であ る。杯部 がゆ るやか に屈 曲 し、 口縁部が外反す るもの であ る。44、45

は 外面 にハ ケ 目を施す。43は 外面に強 い ヨコナデ を施 す。43、44は 他 の土器 よ り1段 下 の

埋土 よ り出土 した。

46は 小型壺 であ る。 外面 に タタキ 目が あ り、黒斑 を有す る。

47は 大型 壺であ る。 口径22.7cmを 測 り、内面 にハ ケ 目を施す 。

これ らはいずれ も土 師器 であ る。

土拡SK-106(図14)

48は 須 恵器杯 身 であ る。ほぼ平 らな底部 を持 ち、体 部 は外傾す る。 たちあが りは小 さ く、

ほぼ直に のび る。調整 は回転 ナデ を施す 。
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図12 SB-4出 土遺 物
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図13SB-4内SK-501出 土遺 物

土拡SK-112(図14)

49は 須 恵器杯 身 である。体部 はゆ るや かに 内湾 し、た ちあが り、受部 は小 さい。外面底

部付近 は回転ヘ ラケ ズ リ、その他は 回転 ナデ を施す。

溝SD-101SD-203(図14図 版21)

50～52はB区 のSD-101よ り出土 した。

50は 須恵器壺 であ る。頸部か ら口縁部 にか けて ほぼ 直立す る。外面 に沈 線一条め ぐり、

内外面 共に 回転 ナデ を施 す。

51は 須恵器高杯 脚部 であ る。 ゆ るや か に広 が り、端部 を下方に小 さ く屈 曲 させ る。透 し

孔 を2ヶ 所 に穿つ。

52は 土師器甕 である。体 部は細長 い円形 を呈 し、頸部 は上 にた ちあが った後 、口縁 は外

反す る。 口縁端 部 は上方 へつ まみあげる。外面 にはハ ケ 目を施 し、黒斑様 の もの を有す る。

内面はハ ケ後ナデ を施す 。

53-54はB区SD-203よ り出土 した。

55は 須 恵器 た こ壷 である。
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図14SK-106,SK-112,SD-101(SD-203),SD-202,SD-201出 土 遺 物
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図15SD-201出 土遺 物

53、54は 須 恵器杯身 であ る。 共に形態は類似す るが 、53は た ちあが りが 長 くの びる。53

は 回転 ナデ を施す。54は 外面底部 ～体部 に 回転ヘ ラケ ズ リ、他は 回転ナ デ を施 す。

溝SD-202(図14)

56、57は 須 恵器蓋 であ る。共 に平 らな天井部か ら、56は 体 部が広が り、57は 直 に下 るよ

うであ る。57は 回転ナ デ を施 し、56は 天井部 回転ヘ ラ切 り、天井部付近 回転ヘ ラケズ リ、

他 は回転 ナデ を施す。

溝SD-201(図14、15図 版21)

58は 須 恵器蓋、59は 須 恵器蓋杯 の蓋であ る。58は 天井部 ～体 部上半外面 に回転ヘ ラケ ズ
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図16SX-101(61),SX-105(62～65)出 土 遺 物

リ、他は回転ナデを施す。59は 天井部に小 さなツマ ミが付 く。天井部外面は回転ヘラケズ

リ、他は回転ナデを施す。1

60は 須恵器甕である。復元ロ径23.2cm、 腹径49.4cmを 測る。外面はタタキ後回転カキ目

を施す。内面は同心円のあて具痕 が残 り、上部から下部にかけてぼやけてゆ く。外面には

焼成時に付着 したと思われる自然釉や胎土が付着しでお り、肩部には須恵器杯が付着 して

いる。 また、底部付近には大きな亀裂が入っている。

性格不明遺構SX-101(図16)

61は 須恵器杯身である。体部はゆるやかに内湾し、たちあがり、受部は小 さい。体部外

面は回転ヘ ラケズリ、他は回転ナデを施す。

性格不明造構SX-105(図16図 版22)

62は 須恵器甅である。頸部接合痕より上部 を欠 くが体部は完形である。肩部に沈線一条

が巡 り、外面底部か ら体部にかけてヘラケズリを施 した後体部に回転ヘラケズリを施す 。

他は回転ナデを施す。

63～65は 甕 である。63は 外面はハケ 目、内面未調整を施す。64は 内面にハケ目を施す。

65は 外面にハケ目を施 し、ススが付着している。内面はヘラケズリを施す。
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図17SK-114(66),Pit-139(67～73)出 土 遺 物

土拡SK-114(図17)

66は 土 師器皿で ある。復 元 口径14。9cmを 測 る。内面か ら外面体部 まで ヨコナデ、外面底部

はナデ を施 す。

柱 穴Pit-139(図17図 版22)

殆 ど 一括 して折重 な るよ うに出土 した。

67～70は 黒 色土器A類 椀 であ る。外面 にヘ ラ ミガキ・を施す もの(67～69)、 指 オサ エの

もの(70)が あ る。内面は いずれ もヘ ラ ミガ キを施 すが 、68は 細か いヘ ラ ミガ キ後細 い暗

文 を施 す。

71～73は 土 師器皿 であ る。 いずれ も作 りが悪 く、指 オサ エが残 っている。

井戸SE-1(図18)

74は 上 よ り3段 目の井筒瓦 であ る。凸面に 「く」 の字 の刻 み 目を入れてい る。長 さ22.4

cm、 幅23.8cm、 厚 さ3.3cmを 測 る。
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図18SE-1出 土遺 物

包含 層第4層 下 出土土器(図19)

85は 土 師器杯 で ある。外面はヘ ラ ミガ キ、内面 は 暗文 を施 す。

86は 土師 器小 型壷 であ る。外面 にはハ ケ 目、内面 はナ デ を施す 。古 墳時代 の ものであ る。

包含層 第4層 出土土器(図19)

75～83は 須 恵器蓋杯 であ る。75～77の 蓋 はツマ ミの無 い もの であ り、81～83は い ずれ も

宝珠 ツマ ミの付 くものであ る。78～80は 杯 であ る。78は 底 部にヘ ラ記号 を持つ 。

84は 土師器杯 であ る。外面 にヘ ラ ミガキ、 内面 は暗文 を施す 。

包含 層第3層 下 出土土器(図20)

87、88は 須 恵器杯蓋 である。87は 器 高が低 く、88は 器高が 高い。いず れ も回転ナデ を施 す。

89、90は 須 恵器杯 である。
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図19第4層(75～84),第4層 下(85,86)出 土遺 物

包含層第3層 出土土器(図20)

91は 須恵器蓋である。 口径26.1cmを 測る。内外面共に回転ナデを施す。

92は 須恵器杯 である。

93は 須恵器皿である。内外面共に回転ナデを施す。

94は 縁釉陶器である。内面から外面体部にかけて回転ナデを施 し、底部はケズ リ出し高

台で南る。淡緑色の釉薬が部分的にかかっている。

95は 黒色土器A類 椀である。外面体部上半まで炭素が吸着 している。

966土 師器椀である。
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図20第3層 下(87～90),第3層(91～96),第2層(97,98)出 土遣 物
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図21SD-101(99,100),SB-3(101)出 土 遺 物
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包含層 第2層 出土土器(図20)

97は 瓦 器椀 であ る。 内外面共 にヘ ラ ミガ キを施 し、口縁部 内面 には沈線2条 が巡 る。

98は 土 師質土錐 である。

(2)石 器 、石製 品

小型柱状 片刃石斧(図21)

99はSD-101出 土 の柱 状片刃石 斧であ る。上部 が 欠けて いる他 はほぼ完形で ある。長

さ4.9cm、 幅1.15cmを 測 る。上下面 に細かい研磨痕 が付 く。弥生時代 の所産 であ る。

石核(図21)

100は 石 核 と思 われ るサ ヌカイ トで ある。左側面 は大 きな剥離面 よ り成 り、右側面 はやや

小 さな剥 離面 よ り成ってい る。長 さ9.5cm、 幅7.2cm、 厚 さ1.7cmを 測 る。SD-101出 土 。

弥生 時代 の所産 と思われ る。

砥石(図21)

ユ01は 竪 穴住居SB-3床 面 上 より出土の砥石 であ る。研磨 面は5面 残存 してい る。現長

10cm、 幅6.7cm、 厚 さ5.2cmを 測 る。やや くす んだ乳 白色 であ る。

、

O
I

10m

I

図22SB-4出 土遺 物
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図23Pit-9(103),第3層(104),SB-4(105)出 土 遺 物

石 槌(図22)

102は 竪 穴住 居SB-4出 土の石槌である。断面 はほぼ方形 を呈 し、全体 に よ く研磨 されて

い る。左側 面 中央がや や窪 んでい る。左右面 共 に一 部敲 打 に よる粗 い所が あ る。

碁石(図23)

ユ03、104は 碁 石 と思 われ るもの である。103は 径1.7cm、 厚 さ0.8cm、104は 径1.8cm、 厚 さ

0.9cmを 測 る。 共に石英 質の も と思 われ る。103はPit-9、104は 第3層 出土 である。

(3)ガ ラ ス製 品

ガ ラス玉(図23)

105は 竪 穴住 居SB-4埋 土 中 よ り出土 した ガラス小 玉 と思 われ るもの であ る。径0.6cm、

現 長0.4cmを 測 る。 暗緑色 を呈 し、下半 は欠失 してい る もの と思われ る。

一28一



5.ま とめ

堀遺跡の調査は前回に引 き続 き2度 目である。前回の調査において多大な成果をあげた

が、今回もさらに多 くの成果 をあげたものと思われる。以下時代別にまとめる。

1)古 墳時代中期前半の竪穴住居 を2棟 検出した。前回分 と合わせ ると計6棟 とな り、今

回のSB-3の 拡張 を加 えると7棟 となる。これらの出土土器は残存状態の差が大きく、

器種構成等を編年的に追えるものではないが、これ らの中で比較的残存状態の良好な高杯

の変化 を見ると、一応3時 期に分けることが出来ると思われる。SB-1 、SB-2、S

B-3下 部は杯部の状態が類似 し脚部の屈曲も鋭 く、これらの中では最 も古い。次にSB

-3上 部、SB-102、SB-4は 脚部の屈曲がなだ らか とな り、SB-3下 部→SB-3

上部の時期差から2段 階となる。3段 階はSB-102→SB-101の 切 り合 い関係 よりSB

-101がm新 しいものと思われる
。

これ らは高杯の変化のみを追ったもので他の器種の形態変化 を全 く無視 しており、矛盾

点 も多いと思われ、今後の資料の増加 を待って再検討を行いたい。

2)調 査区南側にて飛鳥時代の溝、柱穴等を検出した。尾根状 を呈する部分では、殆 ど同

時期の遺構 を検 出できなかったが、包含層の遺物には同時期のものが多く削平等受けたも

のと思われ る。また地形的に見て、これらは更に南側 に広がって行 くものと思われ、現時

点では同時代の集落の様相 を明 らかにす ることができないが、今後の調査によってこれら

も明らか となろう。

3)調 査区北側 と南側にて平安時代の遺構を検出した。同時代の遺構は今回検出中では、

一番多いが まとまりを欠き、集落の様相 を明 らかにす るまでには至 っていないが、飛鳥時

代の集落に比べ ると拡大傾向にあると思われる。 また飛鳥時代同様、平安時代の遺構 も更

に南側に広がる様であり、今後の調査 を待ちたい。

上記のように堀遺跡は貝塚市において比較的遺存状態が良好な遺跡の一つである。

今回は問題提起のみにとどまったが、今後、資料の蓄積により、これらの集落跡の様相

も明らかになろう。
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II.澱 池遺 跡 の調 査

1.位 置 と環 境

発掘調査を実施 したのは、貝塚市南西部に位置する澱池遺跡の一角である。

澱池遺跡は貝塚市を縦断する近木川と、泉佐野市 との境を成す見出川 とのほぼ中間付近、

海抜約10～13mの 地点に位置 し、南海本線二色ノ浜駅周辺の東西約300m、 南北約350mの

範囲に広がる奈良時代から中世にかけての集落跡である。

今 回の調査地は、遺跡地の北西端部分にあたり、南海本線二色ノ浜駅の南西に位置する。

現状は農地であ り、現地表は海抜約11mを 測る。(図24)

周辺に位置する遺跡 としては、当遺跡東側に弥生土器、古墳時代の須恵器等が散在 して

いる窪田遺跡、同遺跡内に所在すると思われる平安時代寺院跡の窪 田廃寺が存在する。北

側には中世の城跡である沢城跡が広が り、更に西側には近年の調査において弥生時代前期

末の遺構が検出された沢遺跡、平安時代 を中心 とした寺院跡の明楽寺跡が存在する。

図24澱 池遺跡調査位置図
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図25遺 構平面図
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このように、当地域は弥生時代か ら中世にかけて、幅広い時代環境 を持つ地域であるが、

近年の当地域における発掘調査では中世の遺構 を多 く検出してお り、現時点では時代的な

中心が中世 にあると考えられる。

2.調 査 の概 要

開発計画に基づき、調査地内に1.5×10mの 調査区を3ヶ 所設定 し試掘調査を行った。

調査の結果、調査地内北側部分の調査区において、溝、掘立柱建物等の遺構を検出したた

め、これ らの遺構群の性格 を把握することを目的として、工事により破壊 を受ける部分に

最小限度の拡張区を設定 し、本格的調査 を実施 した。

本調査は、試掘区を中心に一辺約10mの 調査区を基本 として設定 し、遺構の検出状況に

応 じて5ヶ 所の拡張区を設定、面積約100m2の 部分 を調査 した。調査地内における基本層

序は耕作土(約0.2m)の 下に、層厚0.06～0.1mを 測る灰黄色粘質土(第2層)が 堆積 し、

この下 に地山となる黄色粘土が堆積す る。今回の調査では、地山面にて溝、掘立柱建物等

を検出した。

以下、各検出遺構および出土遺物について概略を示す。

3.検 出 遺 構

今回の調 査で は溝5、 掘立柱建物2、 柱穴8、 性 格不 明遺構6を 検 出 した。以下 検出遺

構 の主 な ものの概略 を記す。

掘立柱 建物SB-1(図25)

本建 物 は、調査 区全 面にお いて検 出 した庇付掘立柱建 物 である。5ヶ 所 の拡 張区 を設け

た結果 、梁 行5問(1.5×1.95×2.1×2.15×2.0=9.70m)、 桁 行6間(2.1×2.1×2.05×

1.8×2.25=12.35m)を 確 認 した。棟 方 向は南北軸 で西へ46° 傾 く。掘方 は、平面形が円

形、不 整円形 、隅 丸方形 を呈 し、径30～50cm、 柱 当は径15～20cm、 深 さは15～50cmを 測 る。

埋 土 は暗灰褐色粘 質土 である。Pit-1柱 当 よ り瓦器椀が 出土 してい る。廃棄 時期は13世 紀

で ある。

掘立柱 建物SB-2(図25)

本 建 物は 、調査 区西端 において検 出 した掘立柱建 物で ある。建 物が調査 区外に広が るた

め全体 の規模 は明 らか ではないが、梁行2間(1.95×2.0=3.95m)以 上 、桁行3間(1.5×

1.95×1.8=5.25m)以 上 である。棟 方 向は、南北軸 で東へ48° 傾 く。掘方 は、平面形が 円

形若 くは長 楕円形 を呈 し、径20～60cm、 柱 当は径15～20cm、 深 さ10～25cmを 測 る。埋土は
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暗灰黄色土である。柱穴より土師器、瓦器の細片が出土 している。本建物は柱穴の切 り合

い関係によ り掘立柱建物SB-1よ り新 しく、出土遺物か らSB-1に それほど隔 らない

時期の ものであることが考えられる。

4.出 土遺 物

本調査では遺構内及び包含層第2層 より中世の土器が出土 しているが、下記にて報告す

るもの以外は何れ も細片となってお り、遺構の性格等について詳細に検討することは難 し

い 。

以下 、 図示 し得 る ものにつ いて概 略 を示す 。

掘立 柱建物SB-1(図26)

106はPit-1柱 当 よ り出土 した瓦器 椀 である。 口径15.3cm、 器 高5.6cm、 高 台径4.2cmを

測 る。調 整 は外面が指 オサ エ、 口縁部 に ヨコナ デ を施す。 内面 は不定方 向の ヨコナデ を施

す。

107はPit-15柱 当底部 よ り出土 した土師質土錐 である。%程 度の破 片であ るが 、 長7.

8cmを 測 り、推定 最大径4.5cmで あ る。

図26SB-1(106,'107),Pit-24(108)出 土 遣 物
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柱穴Pit-24(図26)

108はPit-24の 上 部 よ り出土 した土 師 質 土 錐 で あ る 。ほぼ完形 であ り長9.Ocm、 最 大径

5.3cmを1則 る。

石鏃(図27)

ユ09はSB-1、Pit-4よ り出土 した石鏃 である。不定 形 を呈 し、側辺 よ り粗 い調整剥

離 を施す 。サ ヌカイ ト製。

図27SB-1出 土遺 物

5.ま とめ

今回の調査は、狭い調査面積にもかかわらず、一応の成果は得 られたものと思われる。

調査地内の3ヶ 所の試掘調査では、北西部の トレンチ以外はほとんど遺構は検出できず

後世の耕作等によって削平されていると考えられる。

本調査では掘立柱建物2棟 、その他中世の遺構を検出し、中世集落跡の一角 を明らかに

した。今 回の調査地点は、本遺跡の北西に広がる沢城跡が接 し、遺跡マー ク地内北西端 に

おけるものであるが、遺構等が稀薄になるとは思われず、今後、両遺跡における、中世集

落跡の関係 を明らかにする必要が有ると思われる。
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III.清 児遺 跡 の調 査

1.位 置 と環 境

調査 を実施 したのは、貝塚市の北西部に位置す る清児遺跡の一角である。

清児遺跡は近木川右岸の中位段丘に位置し、東西約850m、 南北約650mの 範囲に広がる

奈良時代か ら江戸時代の集落跡である。海抜31～40mを 測る。

周辺 に散在する遺跡 としては、弥生時代の集落跡が予想される新井ノ池遺跡、弥生時代

～古墳時代の集落跡の石才南遺跡、本年度新発見であ り弥生時代～平安時代の集落跡 と思

われる名越西遺跡、古墳、須恵器窯の存在する海岸寺山遺跡などが存在 し、弥生時代以降、

人々の活動が伺 える地域である。

今回の調査は、遺跡内の南西部にあたる。調査地西約100mの 地区では、爾大阪府埋蔵文化

財協会が行 った府道貝塚中央線に伴 う発掘調査によって、奈良時代～平安時代にかけての

集落跡が明らかにされ、近年 まで明らかでなか った本遺跡の内容 も明らかにされ始めた地

図28清 児遺跡調査位置図
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域 と云 える。(図28)

2.調 査 の 概 要

開発計画 に基づ き、調査地 内西側 に東西約7m、 南北1～1.5mの 調 査 区 を設定 し、調査

を行 った。調 査地内に おけ る基本層序 は 、現代 盛土(0.3～0.4m)、 旧耕 作土(約0.2m)

図29調 査地概略図
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の下 に 、層厚約0.05m・ を測 る淡灰 褐色土層(床 土 ・第3層)、 層厚 約0.1mを 測 る灰 黄色

粘 質土層(第4層)、 その下 に層厚0.15～0.2mを 測 る灰色粘 質土(細 礫混 り)層(第5層)

が堆積 し、その下 に地 山であ る淡茶褐色粘質 土が堆積 す る。

諸 々の制 約に よ り遺 構 を面 的に取 らえるこ とが 出来なか ったが 、断面に て遺構 を確 認 し

てい る。(図29)

3.検 出遺 構 、遺物

平面的に遺構 を確認できなかったため、断面観察を行った結果、地山上に3ヶ 所の遺構

を検出した。調査区内の西、中央、東端において検出したが、東西のものは遺物が出土せ

ず規模等 も不明である。中央の遺構は断面レンズ状を呈 し、幅約1m、 深さ約0.2mを 測

り、溝 と思われるものである。埋土は暗茶灰色粘質土(礫 混 り)で あり、埋土内より土器

が出土 している。

出土遺物は包含層第4・5層 より土師器細片が出土したが図示し得ない。

110は 上記の溝より出土 したものである。復元口径12.5cm 、器高3.6cmを 測る。保存状態

が不良のため調整が不 明瞭であるが、内外面共に回転ナデを施 していると思われる。色調

は灰褐色 を呈し、生焼けの須恵器と思われ る。(図30)

図30溝 出土遣物
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4.ま とめ

本遺跡において近年まで本格的調査が行 われたことが無かったが、爾大阪府埋蔵文化財

協会が行 った調査によって、遺跡の南西部に奈良～平安時代にかけての集落跡が広がって

いることが確認された。 しか し、現在の遺跡マーク地内は大部分が耕作地であり、上記の

調査部分以外は本遺跡の内容 についてもあまり明確 にとらえられていないのが現状である。

この様な状況下で今回の調査 を行ったのであるが、諸々の制約により十分な成果が得 ら

れたとは云いがたい。

本遺跡において開発がわずかであることは、地下の遺構等が保存されていることにはな

る。しか し、遺構等の集中地点などの内容が明確に とらえられていない現状では、今後の

開発等か ら遺跡を保護す ることに支障をきたすこ とは十分に考えられる。 したがって、今

後より一層の努力が必要であろう。
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lV.石 才南遺跡の調査

1.位 置 と環境

調査を実施 したのは、貝塚市の西部に位置す る石才南遺跡の一角である。

石才南遺跡は、貝塚市の中央 を縦断する近木川右岸の段丘上に位置 し、東西約300m、

南北約250mの 範囲に広がる繩文時代～近世にかけての集落跡である。海抜約26～30mを 測

る。

周辺には、弥生時代の集落跡が予想される新井ノ池遺跡、室町時代墓地跡である橋本遺

跡、弥生時代 ～古墳時代の散布地である河池遺跡、奈良時代～平安時代の集落跡である清

児遺跡、本年度新発見であり弥生時代～平安時代の集落跡 と思われる名越西遺跡が存在 し、

弥生時代以降、人々の活動が伺 える地域である。

今回の調査地は遺跡地内の西部にあた り、海抜29mを 測る地点である。本調査地に隣接

した府道貝塚中央線に伴 う飼大阪府埋蔵文化財協会の発掘調査では、弥生時代～古墳時代

図31石 才南遺跡調査位置図
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にかけての集落跡や、古墳時代の墓域が検出されてお り、今 回の調査地においても遺構等

の検出が充分期待 された。(図31)

2.調 査 の概 要

開発計画に基づ き、調査地内南側に建物基礎によって破壊 を受ける部分に一辺約1mの

調査区 を設定 し調査 を行った。調査地内における基本層序は耕作土(約0.15m)の 下に、

層厚約0.15mを 測る淡黄灰色粘質土が堆積 し、この下に地山 となる黄色粘土が堆積する。

調査は機械力によって掘削し、断面観察を行った。(図32)

3.検 出遺 構 、遺 物

4ヶ 所の調査区の内、西側調査区西壁において溝状遺構 を検出した。調査区外に広がる

ため全体の規模は不明だが、断面では地山面 より掘 り込み、約0.2mの 深さを測 る。埋土は

淡茶褐色土である。

出土遺物は土器が無 く、石剣 と男われる打製石器が出土した。基部 を欠いているが、現

存長12.6cm、 幅2.7cm、 厚 さ1.4cmを 測る。両側辺 より丁寧な調整剥離を施 し、側辺上は鋸

歯状を呈する。サヌカイ ト製。弥生時代の所産である。(図33)

.114

0 19cm

図33溝 状遺構出土遺物
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4.ま とめ

石才南遺跡は本市における弥生時代遺跡の中でも遺存状態の良好な遺跡であることが、

府道貝塚中央線工事に伴 う調査によって明らかにされている。

本市では貝塚中央線付近において、今回を含め2度 の調査 を行ったが、前回の調査にお

いて も古墳時代の包含層より弥生土器等が多数出土し、今回の調査でも弥生時代の溝と思

われる遺構が検出でき、弥生時代の集落の広が りを検討する資料を得た。

本遺跡では今後さらに資料増加が期待でき、本市における弥生時代の様相 を明らかに し

得る有望な遺跡 と云えよう。
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V、 地蔵堂遺跡の調査

1.位 置 と環 境

調査 を実施 したのは、貝塚市の北西部に位置する地蔵堂遺跡の一角である。

地蔵堂遺跡は貝塚市 と泉佐野市の境 を成す見出川と貝塚市 をほぼ縦断す る近木川 とに挾

まれた海抜約20～25mの 地点に位置 し、南北約300m、 東西約550mの 範囲に広がる古墳時

代古墳群 、中世の集落跡である。

周辺には、平安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺跡や、全長66m、 前方部最大幅約27m、

後円部径約43mを 測る前方後円墳である丸山古墳(国 指定史跡)、 旧石器時代～江戸時代

にかけての集落跡である王子遺跡等が存在 し、旧石器時代以降、人々の活動が伺える地域

である。

今回の調査は丸山古墳の南約50mの 地点である。(図34)

図34地 蔵堂遺跡調査位置図

11
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図35調 査 地 概 略 図
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2.調 査 の 概 要(図35)

開 発 計画に基づ き、調査地 内東側 に東西約6m、 南北約1.5mの 調 査 区 を設定 し調 査 を

行 った。調査地 内におけ る基 本層序 は、現代盛 土(0.12～0.14m)、 旧耕作 土(0.1～0.14

m)、 床 土(約0.02m)の 下 に層厚約0.05～0.08mを 測 る暗灰褐 色粘質土 が堆積 し、その下

に地 山 とな る黄 色粘 土(礫 混 り)が 堆積 す る。

調 査 は機械 力に よって盛土 、耕 作土 等 を除去 し、その他 を人力に よ り掘 削 し、地 山面 を

検出 、断面観察 を行 ったが 、遺構 を全 く検 出で きず、遺物 も出土 しなか った。

3.ま とめ

丸山古墳周辺の調査は、古墳の南東約70mの 地点に位置す る南小学校敷地内に3基 の埋

没古墳、中世集落等が確認されている。

だが、丸山古墳 と南小学校 の間では、本市でも数度の発掘調査を行ったが遺構を全 く検

出していない。また、昨年行 った丸山古墳の東に接 した地点における調査では中世の包含

層を確認しているが、小学校に近い部分では包含層が認め られない。このことは近現代に

おいてかなりの削平を受けたもの と考えられるが、元々遺構等の存在 しない空白地であっ

た可能性 も充分にあると思われる。

今後、当地域において精査 を進め、古墳や中世集落の広が りを確認する必要がある。
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